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第
53
回
宮
城
県
芸
術
祭
の
開
会
式

は
、９
月
23
日
午
前
９
時
45
分
か
ら
、

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
５
階
の

写
真
展
会
場
前
で
行
わ
れ
た
。

　

式
典
に
は
主
催
７
団
体
の
宮
城
県

芸
術
協
会
、
宮
城
県
、
仙
台
市
、
河
北

新
報
社
、
宮
城
県
教
育
委
員
会
、
仙

台
市
教
育
委
員
会
、
宮
城
県
文
化
振

興
財
団
の
ほ
か
、
助
成
・
協
賛
・
後

援
団
体
な
ど
か
ら
の
来
賓
と
芸
術
協

会
役
員
、
会
員
ら
が
多
数
出
席
し
た
。

　

芸
術
祭
会
長
の
大
場
尚
文
芸
術
協

会
理
事
長
は
、
開
会
の
あ
い
さ
つ
で

「
宮
城
県
芸
術
祭
は
、
芸
術
活
動
の

成
果
発
表
の
場
で
あ
り
、
挑
戦
を
忘

れ
ず
に
、
地
域
文
化
の
振
興
発
展
を

目
指
し
、
新
た
な
価
値
の
創
造
と
次

世
代
へ
繋
ぐ
た
め
の
感
動
あ
る
活
動

を
継
続
し
て
い
き
た
い
」と
述
べ
た
。

　

ま
た
主
催
７
団
体
を
代
表
し
て
、

芸
術
祭
名
誉
会
長
の
奥
山
恵
美
子
仙

台
市
長
（
代
読
）
は
「
ガ
ラ
コ
ン

サ
ー
ト
を
皮
切
り
に
六
カ
月
間
に
わ

た
り
県
内
各
地
で
展
開
さ
れ
る
芸
術

祭
は
、
文
化
的
イ
ベ
ン
ト
を
満
喫
で

き
る
絶
好
の
機
会
で
あ
る
。
文
化
芸

術
の
牽
引
役
と
し
て
町
づ
く
り
に
も

欠
か
せ
な
い
芸
術
祭
に
大
い
に
期
待

し
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　

主
催
者
代
表
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
で
展
示
が
オ
ー
プ
ン
し
、
今
年
も

多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
た
。

　

今
年
か
ら
芸
術
祭
に
ピ
ア
ノ
コ
ン

ク
ー
ル
受
賞
者
に
よ
る
ガ
ラ
コ
ン

サ
ー
ト
が
加
わ
り
、
９
月
17
日
に
日

立
シ
ス
テ
ム
ズ
ホ
ー
ル
仙
台
の
コ
ン

サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で
盛
大
に
開
か
れ
た
。

　

ま
た
、
華
道
展
で
は
今
年
も
各
流

ガ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
で
開
幕

表
彰
式
に
多
く
の
参
加
を

11
月
24
日
㈭
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
仙
台
で
開
催

派
に
よ
る
「
生
け
花
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
」
が
行
わ
れ
、
季
節
感

の
演
出
な
ど
で
好
評
を
博
し
た
。

　

展
示
部
門
開
幕
後
は
、文
学
散
歩
、

音
楽
会
、
茶
会
、「
宮
城
県
文
芸
年

鑑
」
発
行
、
長
唄
演
奏
会
、
文
芸
祭
、

富
谷
市
で
の
絵
画
・
書
道
巡
回
展
と

続
き
、
各
部
門
が
日
頃
の
活
動
の
成

果
な
ど
を
公
開
し
た
。

　

今
後
は
、
11
月
24
日
の
表
彰
式
を

経
て
、
３
月
19
日
の
ピ
ア
ノ
コ
ン

ク
ー
ル
本
選
ま
で
の
事
業
と
な
る
。

　

第
53
回
宮
城
県
芸
術
祭
の
表
彰
式

は
、
11
月
24
日
（
木
）
午
後
６
時
か

ら
、
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
仙
台

で
開
催
さ
れ
る
。
表
彰
式
で
は
、
芸

術
祭
の
受
賞
者
に
賞
状
や
記
念
品
が

授
与
さ
れ
る
ほ
か
、
芸
術
協
会
の
功

績
者
、
県
の
文
化
の
日
表
彰
の
そ
れ

ぞ
れ
の
受
賞
者
に
、
芸
術
協
会
か
ら

記
念
品
が
贈
ら
れ
る
。

　

表
彰
式
の
あ
と
、
各
賞
の
受
賞
者

や
功
績
者
を
囲
み
、
祝
宴
が
開
か
れ

る
。
部
門
を
超
え
た
交
流
が
で
き
る

数
少
な
い
機
会
で
あ
り
、
多
く
の
会

員
の
参
加
が
望
ま
れ
る
。
会
費
は

６
千
円
で
、
当
日
会
場
で
の
納
入
と

な
る
。
参
加
申
し
込
み
は
11
月
18
日

（
金
）
ま
で
、
芸
協
事
務
局
へ
。

第
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今
年
の
芸
術
祭
文
芸
祭
は
、
10
月

22
日
午
後
に
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

ホ
ー
ル
宮
城
で
開
催
さ
れ
た
。

　

第
一
部
は
文
芸
作
品
公
募
の
表
彰

と
講
評
で
、
一
般
、
ジ
ュ
ニ
ア
両
部

門
の
詩
・
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
そ
れ

ぞ
れ
の
受
賞
者
と
一
般
部
門
の
エ
ッ

セ
ー
の
受
賞
者
が
表
彰
さ
れ
た
。

　

第
二
部
は
芸
協
会
員
の
作
品
を
対

象
と
し
た
文
芸
賞
受
賞
者
（
第
３
面

に
掲
載
）
に
よ
る
受
賞
作
品
の
感
懐

と
朗
読
で
、
作
品
へ
の
作
者
自
身
の

思
い
や
受
賞
の
感
想
な
ど
が
述
べ
ら

れ
た
。

　

文
芸
作
品
公
募
の
受
賞
者
は
次
の

と
お
り
。

◇
一
般

【
詩
】
▽
優
秀
賞
＝
石
川
裕
樹
（
泉

区
）【
短
歌
】
▽
最
優
秀
賞
＝
阿
部
洋

子
（
泉
区
）
▽
優
秀
賞
・
宮
城
県
歌

人
協
会
賞
＝
小
野
志
保
子
（
青
葉
区
）

▽
優
秀
賞
＝
片
倉
ひ
ろ
み
（
泉
区
）、

中
山
く
に
子
（
石
巻
市
）【
俳
句
】
▽

最
優
秀
賞
＝
蔦
と
く
子
（
太
白
区
）

▽
優
秀
賞
・
俳
人
協
会
宮
城
県
支
部

賞
＝
庄
子
泰
子
（
太
白
区
）
▽
優
秀

賞
・
現
代
俳
句
協
会
宮
城
県
支
部
賞

＝
高
橋
ス
ミ
子
（
名
取
市
）
▽
優
秀

賞
＝
針
金
聖
子
（
名
取
市
）【
川
柳
】

▽
最
優
秀
賞
＝
帰
城
達
矢
（
宮
城
野

区
）
▽
優
秀
賞
・
宮
城
県
川
柳
連
盟

賞
＝
昆
野
克
惠
（
気
仙
沼
市
）
▽
優

秀
賞
＝
菅
野
佳
都
子
（
青
葉
区
）、
渡

邊
と
り
（
泉
区
）【
エ
ッ
セ
ー
】
▽

最
優
秀
賞
＝
佐
藤
一
（
栗
原
市
）

◇
ジ
ュ
ニ
ア

【
詩
】
▽
優
秀
賞
＝
米
山
和
花
（
名

取
二
中
）【
短
歌
】
▽
最
優
秀
賞
＝

齋
藤
美
咲
（
名
取
二
中
）
▽
優
秀
賞
・

宮
城
県
歌
人
協
会
賞
＝
栗
和
田
寛
大

（
名
取
二
中
）
▽
優
秀
賞
＝
佐
藤
咲

里
（
名
取
二
中
）、
お
の
で
ら
と
う

ま
（
上
野
山
小
）【
俳
句
】
▽
最
優

秀
賞
＝
町
田
花
梨
（
長
町
中
）
▽
優

秀
賞
・
俳
人
協
会
宮
城
県
支
部
賞
＝

菅
井
悠
介
（
名
取
二
中
）
▽
優
秀
賞
・

現
代
俳
句
協
会
宮
城
県
支
部
賞
＝
小

沢
郁
夫
（
高
森
中
）
▽
優
秀
賞
＝
稲

村
玲
子
（
白
百
合
学
園
小
）【
川
柳
】

▽
最
優
秀
賞
＝
浅
野
夏
希
（
宮
城
学

院
中
）
▽
優
秀
賞
＝
宮
崎
日
菜
（
名

取
一
中
）、
伊
藤
翼
（
長
町
小
）、
井

村
真
莉
子
（
高
森
中
）

受
賞
作
品
へ
の
思
い
語
る

公
募
受
賞
者
の
表
彰
も
定
着

　

９
月
27
、
28
日
に
行
わ
れ
た
芸
術

祭
文
学
散
歩
は
、
群
馬
県
で
詩
、
俳

句
、
短
歌
の
各
分
野
を
代
表
す
る
萩

原
朔
太
郎
、
村
上
鬼
城
、
土
屋
文
明

な
ど
の
記
念
館
を
巡
っ
た
。
加
え
て

世
界
遺
産
の
富
岡
製
糸
場
を
訪
ね
、

内
容
の
充
実
し
た
旅
で
あ
っ
た
。

　

今
回
は
一
般
参
加
者
が
多
く
、
和

や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
新
し
い
知

識
も
得
た
。
次
回
も
ぜ
ひ
参
加
し
た

い
と
の
声
が
聞
か
れ
、
来
年
の
企
画

に
早
く
も
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

芸
術
祭
長
唄
演
奏
会
は
、10
月
16
日
、

仙
台
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　

演
奏
さ
れ
た
曲
目
は
「
高
砂
丹
前
」

「
都
風
流
」「
官
女
」「
君
が
代
松
竹

梅
」、「
阿
国
歌
舞
伎
」
の
５
曲
。
演
奏

に
先
立
っ
て
曲
の
解
説
が
ア
ナ
ウ
ン
ス

さ
れ
る
た
め
、
観
客
は
内
容
が
理
解
し

や
す
く
、
地
唄
と
三
味
線
に
よ
る
日
本

の
伝
統
音
楽
の
素
晴
ら
し
い
演
奏
に
魅

了
さ
れ
て
い
た
。

　

入
場
者
は
２
０
０
人
で
あ
っ
た
。

私
た
ち
は

芸
術
協
会
を
応
援
し
ま
す

新
賛
助
会
員
〔
申
し
込
み
順
〕

（
団
体
）

◇
竹
田
公
認
会
計
士
事
務
所

代
表　

竹
田
正
幸　

様

◇
矢
崎
エ
ナ
ジ
ー
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社

部
長　

石
川
正
弘　

様

◇�

東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
株
式
会

社
仙
台
支
店

仙
台
支
店
長　

佐
藤
典
生　

様

◇
大
和
証
券
株
式
会
社
仙
台
支
店

仙
台
支
店
長　

小
林
武
彦　

様

◇�

株
式
会
社
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
仙
台
支
社

支
社
長　

笹
野
克
広　

様

◇
株
式
会
社
東
北
プ
リ
ン
ト

代
表
取
締
役　

藤
井
治
夫　

様

◇�

株
式
会
社
三
井
住
友
銀
行
東
北
法

人
営
業
部

部
長　

高
橋
恒
歩　

様

◇�

凸
版
印
刷
株
式
会
社
東
日
本
事
業
本
部

専
務
取
締
役
事
業
本
部
長 

伊
東 

厚 

様

◇
株
式
会
社
バ
イ
タ
ル
ネ
ッ
ト

代
表
取
締
役
社
長　

一
條  

武　

様

◇�

三
井
住
友
信
託
銀
行
株
式
会
社
仙
台
支
店

支
店
長　

御
神
村
俊
樹　

様

◇�

株
式
会
社
あ
い
あ
ー
る
パ
レ
ス
へ
い
あ
ん

代
表
取
締
役
社
長　

菊
地 

隼　

様

◇
株
式
会
社
南
北
社

代
表
取
締
役　

玉
田
尊
英　

様

◇
有
限
会
社
モ
ロ

代
表
取
締
役　

師　

賞
子　

様

◇
株
式
会
社
河
北
新
報
普
及
セ
ン
タ
ー

代
表
取
締
役
社
長　

佐
藤
新
光　

様

（
個
人
）

◇
鈴
木　

真
由
美　

様

◇
上
村　

貞
子　

様

群馬の文学と歴史を満喫

唄と三味線で魅了

文芸祭

受賞作品について語る宮城県芸術祭賞
の岡本勝会員
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第
53
回
宮
城
県
芸
術
祭
受
賞
者（
会
員
）

部　　　門 作　　品　　名 氏　　　　　名
宮 城 県 芸 術 祭 賞 写 真 部 竹 林 　 雪 景 昆　野　三津夫（気仙沼市）

彫 刻 部 芽 ざ め る 日 下 育 子 （仙台市）
絵 画 部（ 日 本 画 ） 今 日 も 暑 か っ た 柴 田 慶 夫 （仙台市）
絵 画 部（ 洋　 画 ）「偶」地底の森　いにしえの愛 安 達 秀 子 （仙台市）
書 道 部 も も し き や（か　な） 木 村 錦 翠（東松島市）
工 芸 部 光 景 （陶　芸） 水無瀬　　　守 （仙台市）
文 芸 部 あ や ふ き 未 来（短　歌） 岡　本　　　勝 （仙台市）

宮 城 県 知 事 賞 写 真 部 求 愛 給 餌 影 山 英 雄（多賀城市）
彫 刻 部 目 覚 め 赤 井 靖 武 （塩釜市）
絵 画 部（ 日 本 画 ） 夢 桶 谷 光 代 （仙台市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） は じ ま り の 森 伊 藤 芳 子 （仙台市）
書 道 部 Ｓ Ｏ　 ２ ０ １ ６．８（墨　象） 関　　　雀　鈴 （仙台市）
工 芸 部 静 か な る 刻（刺　繍） あつみ　智　子 （仙台市）
文 芸 部 シンデレラ・ストーリーＢ面（詩） 大　林　美智子 （仙台市）
文 芸 部 船 を 漕 ぎ つ つ（短　歌） 佐 藤 慶 子 （仙台市）
文 芸 部 夏 の 雨 （俳　句） 渡　辺　誠一郎 （塩釜市）
文 芸 部 光 と 影 と （川　柳） 早 坂 敦 子 （仙台市）

仙 台 市 長 賞 絵 画 部（ 日 本 画 ） 鯰 深 村 宝 丘 （石巻市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） 残 さ れ し も の 佐々木　仲　子 （石巻市）
書 道 部 柏原眠雨の句　夕雲雀（近代詩文） 遠 藤 光 昌 （登米市）

河 北 新 報 社 賞 写 真 部 宿 の 灯 り 山 田 愛 子 （仙台市）
彫 刻 部 j o y 清 水 直 土 （仙台市）
絵 画 部（ 日 本 画 ） 花 時 雨 荒 井 静 子 （仙台市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） アントワーヌ・リヴォワールのように 中　島　みどり （大和町）
書 道 部 曠 野 （少　字） 叶　　　きみ子 （仙台市）
工 芸 部 そこのみにて光輝く（七　宝） 松 本 幸 恵 （仙台市）
文 芸 部 無 言 の 影 （俳　句） 日 下 節 子（大河原町）

宮城県教育委員会教育長賞 絵 画 部（ 洋　 画 ） 刻 ・ い だ く ・ Ⅱ 佐　藤　美栄子 （仙台市）
書 道 部 人 生 虚 仮 （篆　刻） 遊 佐 聖 心 （栗原市）
工 芸 部 B o w l （陶　芸） 市　岡　　　泰 （利府町）

宮城県教育委員会教育長特別賞 絵 画 部（ 日 本 画 ） 夏 の 閑 橋 本 道 代 （仙台市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） come to life again 2016- Ⅲ 鈴 木 千 津 （石巻市）
書 道 部 趙 南 星 詩 （漢　字） 後 藤 翠 蓮 （栗原市）
書 道 部 連 昌 宮 詞 （漢　字） 熊 谷 鳳 苑 （石巻市）
工 芸 部 紬 着 物 “ ア イ リ ス ”（染　織） 安　倍　まゆみ （仙台市）

仙台市教育委員会教育長賞 絵 画 部（ 洋　 画 ） 風 の 羅 針 盤 佐 野 福 代 （仙台市）
書 道 部 天 変 地 異 （近代詩文） 石 上 千 曄 （仙台市）

宮城県議会議長賞 絵 画 部（ 洋　 画 ） 雪 解 け の 頃 和 田 三 夫 （仙台市）
書 道 部 老 樹 （少　字） 三　浦　八重子 （仙台市）

仙台市議会議長賞 絵 画 部（ 洋　 画 ） 刻 の 風 景 大 沼 雄 子（大河原町）
書 道 部 送姜公寔還汝陽同知是日飲餞至曉始別（漢字） 渡 辺 楊 麗 （仙台市）

公益財団法人宮城県文化振興財団賞 写 真 部 雨 あ が り 半 田 道 子 （仙台市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） L a n d s c a p e 町 田 美 野 （名取市）
書 道 部 小 野 茂 樹 の 歌（近代詩文） 天 野 白 扇 （石巻市）
書 道 部 王 漁 洋 詩 （漢　字） 吉 岡 芝 耕 （仙台市）
書 道 部 い の ち の 火（近代詩文） 小　嶋　カズ子 （仙台市）
工 芸 部 静 日 （染　織） 佐 藤 陽 子 （塩釜市）
文 芸 部 童 話 （川　柳） 大 場 昌 子 （大崎市）

公益財団法人カメイ社会教育振興財団賞 絵 画 部（ 日 本 画 ） 花 三　浦　ひろみ （横浜市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） ク ロ ー ズ・ ス タ ン ド　16-3 目　黒　喜三郎 （岩沼市）

菅 野 美 術 館 賞 彫 刻 部 若 い 女 小　泉　百合子（多賀城市）
門 伝 勝 太 郎 賞 絵 画 部（ 洋　 画 ） 卓 上 の ブ ド ウ 清 野 洋 子 （岩沼市）

書 道 部 題 漁 家 壁 （漢　字） 末 永 瑞 鳳（東松島市）
宮城県芸術祭奨励賞 写 真 部 荒 海 竹 内 邦 昭 （石巻市）

写 真 部 反 映 八 巻 純 子 （仙台市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） 夜 明 け の 輝 き Ｎ ｏ ３ 清 野 榮 彌 （岩沼市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） 回 想 「 ひ と り 」 安 達 吉 男 （仙台市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） J I K U U 帆 苅 清 治 （仙台市）
書 道 部 偲 （墨　象） 伊 澤 香 雨 （石巻市）
書 道 部 近 作 二 顆 （篆　刻） 藤 野 秀 一（多賀城市）
書 道 部 犬 吠 岬 か ら（近代詩文） 庄 子 紀 子 （仙台市）
書 道 部 杜 子 美 詩　 江 漢（漢　字） 今 野 桃 生 （石巻市）
書 道 部 王 直 詩 （漢　字） 中 條 天 真 （仙台市）
書 道 部 夕 暮 れ （近代詩文） 下 田 真 菜 （仙台市）
文 芸 部 夕 茜 雲 （短　歌） 大 場 恭 子 （仙台市）

宮 地 房 江 賞 工 芸 部 有線七宝鉢「秋風」（七　宝） 佐　瀬　たか子 （岩沼市）
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平
成
24
年
度
に
始
ま
り
、
25
年
度

か
ら
芸
術
祭
事
業
と
な
っ
た
絵
画
・

彫
刻
・
写
真
の
公
募
は
、
今
年
で
５

回
目
を
迎
え
た
。

　

応
募
者
数
は
絵
画
１
４
０
人
前
後
、

彫
刻
10
人
前
後
、
写
真
80
人
前
後
と

毎
年
ほ
ぼ
一
定
し
て
お
り
、
目
的
と

し
た
県
民
の
芸
術
祭
参
加
と
人
材
育

成
に
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。

　

ま
た
、
各
部
門
と
も
受
賞
者
の
多

く
が
そ
の
後
芸
術
協
会
に
入
会
し
て

活
動
し
て
お
り
、
芸
協
の
会
員
増
と

活
性
化
に
も
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

　

第
53
回
宮
城
県
芸
術
祭
の
各
部
門

公
募
展
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

【
絵
画
展
（
公
募
の
部
）】

▽
宮
城
県
芸
術
協
会
賞
「
野
良
へ
」

秀
島
美
代
子
（
宮
城
野
区
）
▽
優
秀

賞
「
今
は
昔
」
渡
邉
昭
砆
（
若
林
区
）、

「
よ
ひ
ら
の
花 

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
Ⅱ
」
宮
武

眞
澄
（
岩
沼
市
）
▽
奨
励
賞
「
Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ｅ
＆
Ｌ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
」	阿
部
広
（
登
米

市
）、「
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
」
板
橋
千

穂
（
宮
城
野
区
）、「
錦
秋
」
伊
藤
和

子
（
塩
釜
市
）、「
源
氏
六
条
院
～
た

ま
か
ず
ら
」
加
藤
元
（
登
米
市
）、「
葉

月
」
菊
地
英
子
（
岩
沼
市
）、「
さ
み

し
さ
の
つ
れ
づ
れ
」
後
藤
和
紀
（
宮

城
野
区
）、「
真
実
と
は
」
佐
藤
京
子

（
多
賀
城
市
）、「
想
い
馳
せ
て
」
髙

橋
悠
華
（
若
林
区
）

【
彫
刻
公
募
展
】

▽
宮
城
県
芸
術
協
会
賞
「
流
動
」
佐
々

木
莉
央
（
若
林
区
）
▽
奨
励
賞
「
ｅ

ｓ
ｃ
ａ
ｐ
ｅ
」中
村
た
み
子（
石
巻
市
）

【
写
真
公
募
展
】

▽
宮
城
県
芸
術
協
会
賞
「
夕
暮
れ
時
」

古
川
孝
子
（
塩
釜
市
）
▽
宮
城
県
知

事
賞
「
山
上
の
テ
ン
ト
群
」
平
間
操

（
柴
田
町
）
▽
仙
台
市
長
賞
「
真
山

神
社
の
な
ま
は
げ
」
佐
藤
公
（
泉
区
）

▽
宮
城
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞「
モ

ロ
ッ
コ
の
魔
法
使
い
」
宮
崎
遼
（
石

巻
市
）
▽
仙
台
市
教
育
委
員
会
教
育

長
賞
「
眼
光
」
丹
治
郁
夫
（
富
谷
市
）

▽
河
北
新
報
社
賞
「
訪
問
客
」
佐
藤

一
之
（
塩
釜
市
）
▽
宮
城
県
文
化
振

興
財
団
賞
「
冬
晴
れ
の
山
腹
」
幸
野

収
三
（
泉
区
）
▽
宮
城
県
議
会
議
長

賞
「
姉
妹
」
佐
藤
昭
夫
（
大
崎
市
）

▽
仙
台
市
議
会
議
長
賞
「
田
植
祭
り
」

及
川
福
五
郎
（
気
仙
沼
市
）
▽
大
崎

市
長
賞
「
現
代
の
名
工
」
兼
田
ト
モ

子
（
塩
釜
市
）
▽
優
秀
賞
「
射
光
」

武
田
渉
（
太
白
区
）、「
静
寂
」
村
上

淳
（
気
仙
沼
市
）、「
厳
冬
の
尻
屋
」

森
谷
勇
（
塩
釜
市
）
▽
富
士
フ
イ
ル

ム
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
ズ
賞「
風

と
光
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」
佐
藤
圭
司

（
宮
城
野
区
）
▽
ニ
コ
ン
イ
メ
ー
ジ

ン
グ
ジ
ャ
パ
ン
賞
「
色
模
様
」
小
野

晋（
宮
城
野
区
）▽
堀
内
カ
ラ
ー
賞「
Ａ

ｍ
ａ
ｚ
ｉ
ｎ
ｇ 

ｗ
ｏ
ｒ
ｌ
ｄ
」
森
谷

遼
太
郎
（
太
白
区
）
▽
ｔ
ｃ
ｄ
東
北

カ
ラ
ー
デ
ュ
ー
プ
賞
「
酔
い
し
れ
る
」

志
田
伸
一
（
宮
城
野
区
）

　

宮
城
県
文
化
振
興
財
団
と
の
共
催

で
実
施
す
る
第
53
回
宮
城
県
芸
術
祭

絵
画
展
受
賞
者
作
品
展
は
、
12
月
20

日
（
火
）
か
ら
25
日
（
日
）
ま
で
、

仙
台
市
青
葉
区
の
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ

ン
ホ
ー
ル
宮
城
（
宮
城
県
民
会
館
）

５
階
展
示
室
で
開
か
れ
る
。

　

作
品
展
に
は
、
本
年
度
の
芸
術
祭

会
員
展
の
受
賞
者
に
よ
る
作
品
に
加

え
て
、
絵
画
展
公
募
の
部
で
受
賞
し

た
新
進
気
鋭
の
作
家
の
作
品
も
展
示

さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
ベ
テ
ラ
ン
と

新
人
を
取
り
合
わ
せ
た
見
ご
た
え
の

あ
る
作
品
展
と
な
る
。
入
場
は
無
料
。

　

本
年
度
の
芸
術
祭
絵
画
・
書
道
巡
回
展
は
、
10
月
10
日

に
市
と
な
っ
た
富
谷
市
の
成
田
公
民
館
で
、
10
月
25
日
か

ら
30
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
本
年
度
の
芸
術
祭
受
賞
作
品
や

富
谷
市
在
住
の
会
員
の
作
品
な
ど
、絵
画
62
点
、書
道
36
点
、

計
98
点
が
展
示
さ
れ
た
。

　

巡
回
展
は
市
制
移
行
を
記
念
し
、
富
谷
市
や
富
谷
市
教

育
委
員
会
と
も
共
催
し
て
実
施
さ
れ
、
開
場
式
は
若
生
裕

俊
富
谷
市
長
を
は
じ
め
、
近
隣
の
成
田
小
学
校
の
児
童
な

ど
も
多
数
参
列
し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。　

　

式
典
後
に
は
、
児
童
を
対
象
と
し
た
作
品
鑑
賞
教
室
や

芸
協
茶
道
部
石
州
清
水
流
に
よ
る
参
列
者
へ
の
呈
茶
が
行

わ
れ
た
。
ま
た
、
10
月
28
日
に
は
芸
協
洋
楽
部
会
員
3
名

に
よ
る
弦
楽
ト
リ
オ
の
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
も
開
催
さ
れ

た
。
会
期
内
の
来
場
者
数
は
７
７
９
名
と
な
っ
た
。

市制祝い富谷で開催
― 絵画 ･書道巡回展 ―

絵
画
展
（
公
募
の
部
）
芸
術
協
会
賞

「
野
良
へ
」
秀
島
美
代
子

人
材
育
成
に
成
果

―
絵
画
・
彫
刻
・
写
真
公
募
―

写真公募展芸術協会賞「夕暮れ時」古川孝子

彫刻公募展芸術協会賞「流動」佐々木莉央

芸
術
祭
絵
画
展
受
賞
者
作
品
展

今
年
は
12
月
に
開
催
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詩
人
と
し
て
、
世
の
根
源
に
か

か
わ
る
テ
ー
マ
を
静
か
で
穏
や
か

な
筆
致
で
発
表
し
続
け
、
高
い
評

価
を
得
て
い
る
。「
東
日
本
大
震
災

詩
歌
集　

悲
し
み
の
海
」
で
は
岩

手
・
宮
城
・
福
島
な
ど
の
歌
人
・

詩
人
の
作
品
を
集
め
て
編
集
し
た
。

27
年
度
は
詩
集
「
ゲ
ノ
ム
の
森
」

が
評
価
さ
れ
た
。
昭
和
22
年
生
ま

れ
。
仙
台
市
在
住
。

　

ご
推
薦
く
だ
さ
っ
た
み
な
さ
ま

に
こ
こ
ろ
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
深
甚
な
る
敬
意
を

表
し
ま
す
。
ま
た
、
い
つ
も
ご
批

評
く
だ
さ
っ
た
み
な
さ
ま
や
折
々

励
ま
し
続
け
て
く
だ
さ
っ
た
み
な

さ
ま
の
存
在
が
な
け
れ
ば
、
こ
の

度
の
私
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
こ
ろ
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

詩
を
認
め
て
い
た
だ
け
た
こ
と
で
、

私
は
大
き
な
誇
り
と
勇
気
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
み
な

さ
ま
の
ご
期
待
に
作
品
で
お
応
え

で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
精
進

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

学
生
時
代
か
ら
陶
芸
に
携
わ

り
、
現
代
工
芸
の
作
品
発
表
の
場

で
あ
る
日
展
で
長
く
活
躍
。
日
本

新
工
芸
展
な
ど
多
く
の
工
芸
展
で

入
賞
、
入
選
を
重
ね
て
い
る
。
27

年
度
は
４
度
目
と
な
る
改
組
第
２

回
日
展
入
選
、
日
本
新
工
芸
展
へ

の
出
品
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
。
昭

和
30
年
生
ま
れ
。
仙
台
市
青
葉
区

在
住
。

　
こ
の
度
、
県
芸
術
選
奨
を
受
賞
し

た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

陶
芸
を
始
め
た
の
は
岩
手
大
学

在
学
中
。
指
導
し
て
く
だ
さ
り
佐

賀
大
学
で
の
陶
芸
専
攻
を
勧
め
て

下
さ
っ
た
の
は
Ｕ
先
生
。
東
京
の

工
芸
展
で
高
倉
先
生
を
紹
介
し
て

頂
い
た
の
は
佐
賀
大
学
の
先
生
。

そ
し
て
仙
台
で
芸
協
の
会
員
と
な

り
、
新
工
芸
の
会
員
と
な
っ
て
今

日
ま
で
、
多
く
の
皆
様
の
お
か
げ

で
創
作
活
動
を
続
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
す
べ
て

の
人
と
の
出
会
い
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。

受
賞
に
誇
り
と
勇
気

多
く
の
出
会
い
に
感
謝

芸術選奨

玉田尊英氏
（文芸）

芸術選奨

浅井裕子氏
美術（工芸）

芸術選奨に玉田氏・浅井氏
新人賞には市岡氏と櫻井氏

　平成27年度宮城県芸術選奨の授賞式が８月18日、宮城県美術館講堂で行われた。芸術協会の会員
では、玉田尊英（文芸）、浅井裕子（美術・工芸）の２氏が芸術選奨を受賞、市岡泰（美術・工芸）、
櫻井希（音楽）の両氏が芸術選奨新人賞に輝いた。
　芸術協会の会員外では、市川信昭（美術・日本画）、小岩勉（美術・写真）の２氏が芸術選奨を、
松岡圭介（美術・彫刻）、館林敦士（演劇）、高橋由紀子（舞踊）、合同会社仙台セントラル劇場（メ
ディア芸術）の３氏１団体が芸術選奨新人賞を受賞した。

　

大
学
・
大
学
院
で
陶
芸
を
学
び
、

学
生
時
代
か
ら
中
央
展
な
ど
で
入

選・入
賞
を
重
ね
た
。
高
度
な
技
術・

技
法
に
加
え
て
創
造
性
、
独
創
性
が

多
く
の
人
に
感
動
を
与
え
て
い
る
。

　

27
年
度
は
日
本
陶
芸
展
準
大
賞

な
ど
が
評
価
さ
れ
、
若
年
層
の

リ
ー
ダ
ー
的
存
在
と
し
て
も
期
待

を
集
め
る
。
昭
和
45
年
生
ま
れ
。

利
府
町
在
住
。

　

日
々
コ
ツ
コ
ツ
と
丁
寧
な
仕
事

を
積
み
重
ね
る
こ
と
を
目
標
に
制

作
し
て
き
ま
し
た
。
体
に
馴
染
む

ま
で
繰
り
返
し
て
き
た
技
術
（
言

葉
）
で
、
素
直
な
短
い
詩
（
作
品
）

を
う
た
え
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

思
い
も
よ
ら
ぬ
と
こ
ろ
か
ら
、

思
い
も
よ
ら
ぬ
賞
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
受
賞
を
目
標
に
し
て
き
た

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
ま

で
ご
指
導
、
ご
支
援
く
だ
さ
っ
た

方
々
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
た
こ
と

が
、
何
よ
り
も
励
み
に
な
り
ま
し

た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

丁
寧
な
仕
事
目
標
に

芸術選奨新人賞

市岡　泰氏
美術（工芸）

　
多
数
の
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
で
実
力

を
認
め
ら
れ
、期
待
を
集
め
て
い
る
。

　

大
震
災
の
後
、
宮
城
県
内
各
地

の
復
興
コ
ン
サ
ー
ト
に
参
加
。
被

災
者
支
援
に
貢
献
し
た
。
27
年
度

は
復
興
支
援
コ
ン
サ
ー
ト
の
ほ

か
、リ
サ
イ
タ
ル
も
開
催
。フ
ル
ー

ト
の
魅
力
を
紹
介
し
た
こ
と
な
ど

が
評
価
さ
れ
た
。
昭
和
63
年
生
ま

れ
。
仙
台
市
在
住
。

　

こ
の
度
は
、
大
変
名
誉
な
賞
を

頂
き
、誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

美
術
・
工
芸
等
の
方
々
は
、
ご
自

身
の
深
い
精
神
世
界
に
入
っ
て
活

動
さ
れ
て
き
た
こ
と
と
思
い
ま
す

が
、
私
共
の
よ
う
な
音
楽
家
は
、

公
演
に
あ
た
り
主
催
者
・
共
演
者

の
皆
様
の
ご
協
力
が
不
可
欠
で

す
。震
災
復
興
関
連
、ア
ウ
ト
リ
ー

チ
や
そ
の
他
民
間
の
公
演
に
お
い

て
、
諸
先
輩
方
の
お
陰
で
成
長
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。今
後
共
、

皆
様
へ
の
恩
返
し
が
で
き
る
よ
う

な
活
動
を
と
思
い
、
日
々
精
進
し

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

恩
返
し
で
き
る
活
動
を

芸術選奨新人賞

櫻井　希氏
（音楽）
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芸
術
の
秋
。
宮
城
県
芸
術
協
会
な

ど
主
催
の
第
53
回
宮
城
県
芸
術
祭
も

例
年
通
り
、
華
や
か
に
催
さ
れ
て
い

る
。
そ
こ
へ
飛
び
込
ん
で
き
た
10
月

13
日
夜
の
衝
撃
的
な
ニ
ュ
ー
ス
。
今

年
の
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
が
、
米
国
の

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
、ボ
ブ
・

デ
ィ
ラ
ン
氏
に
決
ま
っ
た
、
と
言
う

の
だ
▼
１
９
６
２
年
に
レ
コ
ー
ド
デ

ビ
ュ
ー
し
て
以
来
、
数
多
く
の
ヒ
ッ

ト
作
品
を
発
表
。「
フ
ォ
ー
ク
の
神

様
」
と
称
さ
れ
、
そ
れ
ほ
ど
詳
し
く

な
い
筆
者
で
も
代
表
作
の
「
風
に
吹

か
れ
て
」
な
ど
、
口
ず
さ
ん
だ
り
し

た
記
憶
が
あ
る
▼
受
賞
理
由
は
「
米

国
音
楽
の
伝
統
の
中
に
新
た
な
詩
的

表
現
を
創
造
し
た
」
こ
と
と
さ
れ
る

が
、
恥
ず
か
し
な
が
ら
、
シ
ン
ガ
ー

ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
な
ど
は
枠
外
だ
と

ば
か
り
思
っ
て
い
た
。
考
え
て
み
る

と
「
作
詞
」
も
立
派
な
「
文
学
」
な

の
だ
▼
今
年
も
、
有
力
視
さ
れ
て
い

た
村
上
春
樹
さ
ん
の
受
賞
は
か
な
わ

な
か
っ
た
。
ハ
ル
キ
ス
ト
た
ち
の
落

胆
は
大
き
い
が
、
村
上
さ
ん
の
作
品

に
は
デ
ィ
ラ
ン
氏
の
曲
が
多
用
さ
れ

て
い
る
。共
に
喜
ん
で
い
い
だ
ろ
う
。

紙
数
が
尽
き
た
が
、
10
月
と
言
え
ば

思
い
出
す
の
は
鈴
木
裕
子
さ
ん
の
こ

と
。
も
う
３
年
に
な
る
。�

（
恂
）

事
務
局
日
誌

会 
務 
報 
告

８
・５　

理
事
会

○
賛
助
会
員
の
推
薦
に
つ
い
て

後　
　
　

援

☆
第
69
回
春
光
会
展

８
月
16
日
～
21
日

大
崎
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
緒
絶
の
館

８
月
23
日
～
27
日

美
里
町
近
代
文
学
館

☆
第
61
回
筆
祭
り
恵
風
書
道
展

８
月
19
日
～
24
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
24
回
宮
城
独
立
美
術
展

８
月
26
日
～
31
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆�

ク
レ
ー
ル
バ
レ
エ
ア
ト
リ
エ
40
周
年

記
念
第
18
回
発
表
会

８
月
28
日

仙
台
市
太
白
区
文
化
セ
ン
タ
ー

☆
第
35
回
新
芸
術
東
北
展

９
月
２
日
～
７
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆�

公
益
社
団
法
人
俳
人
協
会
創
立
55
周
年
記

念
第
27
回
東
北
俳
句
大
会
・
宮
城
大
会

９
月
３
日

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
仙
台

☆�

第
31
回
都
山
流
尺
八
演
奏
会

９
月
18
日

日
立
シ
ス
テ
ム
ズ
ホ
ー
ル
仙
台

☆
第
46
回
宮
城
書
芸
院
書
展
教
育
部
展

９
月
30
日
～
10
月
２
日

大
崎
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
緒
絶
の
館

☆�

佐
藤
光
郎 Painting W

orks

－
ア
ン

サ
ー
と
し
て
・
ア
ン
ド
ゥ
と
し
て
－

10
月
６
日
～
11
月
27
日

カ
メ
イ
美
術
館

☆
歌
の
ア
ル
バ
ム
５

10
月
８
日

宮
城
野
区
文
化
セ
ン
タ
ー

☆�

美
編
み
の
芸
術 The art of beautiful

　

�knits ‒

安
部
千
重
子
・
鹿
野
陽
子

創
作
ニ
ッ
ト
展‒

10
月
12
日
～
16
日

宮
城
県
美
術
館

☆�

第
２
回
篆
刻
・
刻
字
の
世
界
展　

後

藤
大
峰
社
中
展

10
月
18
日
～
23
日

東
北
電
力
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ

☆
第
60
回
仙
台
三
曲
協
会
定
期
演
奏
会

10
月
23
日

仙
台
市
民
会
館

☆�

混
声
合
唱
団
こ
～
る
せ
ん
だ
～
ど
創

立
20
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

10
月
23
日

イ
ズ
ミ
テ
ィ
21

☆
第
44
回
書
道
展（
宮
城
書
道
研
究
会
）

10
月
28
日
～
30
日

登
米
市
迫
体
育
館

☆
第
41
回
素
心
書
道
会
書
展

11
月
２
日
～
６
日

宮
城
県
美
術
館

☆�

第
41
回
教
育
書
道
研
究
会
学
生
部
書

道
展 

11
月
２
日
～
６
日

宮
城
県
美
術
館

☆�

第
34
回
メ
サ
イ
ア
コ
ン
サ
ー
ト
（
全

曲
演
奏
）

11
月
５
日

東
北
大
学
百
周
年
記
念
会
館
川
内
萩

ホ
ー
ル

☆D
olce

コ
ン
サ
ー
ト

11
月
８
日

宮
城
野
区
文
化
セ
ン
タ
ー

☆
東
北
書
道
秀
抜
展

11
月
18
日
～
23
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
47
回
洋
舞
公
演

11
月
20
日

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城

☆�

チ
ル
コ
ロ
・
マ
ン
ド
リ
ニ
ス
テ
ィ
コ
・

フ
ロ
ー
ラ
第
51
回
定
期
演
奏
会

11
月
20
日

日
立
シ
ス
テ
ム
ズ
ホ
ー
ル
仙
台

☆
第
55
回
洗
心
書
道
展

11
月
21
日
～
24
日

仙
台
市
民
会
館

☆�

第
９
回
河
北
新
報
小
・
中
学
生
紙
上
書
道
展

12
月
中
旬 

河
北
新
報
朝
刊
紙
上

☆
千
葉
蒼
玄
の
世
界2016

12
月
９
日
～
14
日

東
北
工
業
大
学
一
番
町
ロ
ビ
ー

☆
東
北
書
道
新
春
選
抜
展

平
成
29
年
１
月
13
日
～
18
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
７
回
宮
城
一
先
会
書
展

平
成
29
年
１
月
27
日
～
29
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
オ
ペ
ラ
・
華
の
名
曲
集

平
成
29
年
２
月
３
日

イ
ズ
ミ
テ
ィ
21

☆�2017
仙
萩
会
書
展
―
併
設
髙
橋
孤

舟
遺
墨
展

平
成
29
年
２
月
３
日
～
８
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆�

第
12
回D

ance Com
petition in
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平
成
29
年
２
月
11
日
～
12
日

多
賀
城
市
文
化
セ
ン
タ
ー

会
員
の
入
賞
・
入
選
な
ど

◇
再
興
第
101
回
院
展

▽
入
選
＝
佐
々
木
啓
子
、
三
浦
長
悦

◇
第
63
回
日
本
伝
統
工
芸
展

▽
入
選
＝
〈
陶
芸
〉
橋
本
昌
彦
、
市
岡

泰
〈
木
竹
工
〉
本
間
潔
〈
諸
工
芸
〉
髙

橋
と
も
子
、
高
橋
通
子
、
安
藤
令
子

◇
第
101
回
二
科
展
〈
絵
画
部
〉

▽
パ
リ
賞
・
会
友
推
挙
＝
石
川
由
巳
子

▽
入
選
＝
玉
川
浩
嗣

◇
第
70
回
記
念
二
紀
展

▽
女
流
画
家
奨
励
佐
伯
賞
＝
阿
部
好
江

▽
奨
励
賞
＝
菅
原
典
子

▽
会
員
推
挙
＝
山
家
利
治

◇
改
組
新
第
３
回
日
展

〈
日
本
画
〉
入
選
＝
天
笠
慶
子
、
桶
谷

光
代
〈
洋
画
〉
入
選
＝
佐
藤
幸
子
、
松

永
弘
、
我
妻
宏
也
〈
工
芸
美
術
〉
入
選

＝
川
北
京
子
〈
書
〉
入
選
＝
西
條
玉
静
、

小
日
向
慶
可
、
中
條
天
真
、
渋
谷
青
龍
、

髙
野
芳
月
、
末
永
瑞
鳳

受　

贈　

書
（　

）
は
寄
贈
者

五
年
目
の
今
、
東
日
本
大
震
災
句
集
わ

た
し
の
一
句
（
宮
城
県
俳
句
協
会
）、

あ
を
ば　

扇
畑
忠
雄
先
生
宮
城
刑
務
所

文
芸
誌
「
あ
を
ば
」
寄
稿
短
歌
作
品

集
（
伊
達
忠
敏
）、
一
般
社
団
法
人
表

千
家
同
門
会
宮
城
県
支
部
五
十
周
年
記

念
誌
（
一
般
社
団
法
人
表
千
家
同
門
会

宮
城
県
支
部
）、
絆　

地
中
海
叢
書
第

九
〇
二
篇
（
上
林
節
江
）、
宮
城
の
現

代
詩
２
０
１
６
（
宮
城
県
詩
人
会
）

謹
　
　
弔

書
道
部�

今
野
峰
水
殿

７
月
６
日

文
芸
部
（
散
文
・
小
説
）

佐
佐
木
邦
子
殿

９
月
20
日


